
各種局所麻酔薬ノ貫験的並ニ

臨床的比較研究

京都千骨園大撃墜墜部外科感激室（鳥潟教授）

助手醤皐士紳部 信雄

（現長崎啓科大墜助教授）

Experimentelle und klinische Studien iiber em1ge 

Lokalanaesthetica. 

Von 

Dr. N. Kambe., 

Assistenten der Klinik. 

〔Ausder Kais. Chirurg. Univers凶 tsklinik.Kyot0 (Prof. Dr. R. Torikata）.〕

緒言

局所麻酔薬

研究方法

麻酔カ

毒力

血管＝封スJレ作用

内容妙録

内容目安

組織ノ障害

臨床成績（「 fボカイ v」及ピ「又ペルカイン」〉

症例考察

結論

文献

I）余等ハ最モ多ク使用セラノレ、各種局所麻酔薬（「ョカイン」、「ポカイン」、「ツトカイン j及ピ

「ヌイルカイン」）エ就キテ寅験的（廊静力、毒力、血管＝艶ス1レ作用、局所組織＝封λノレ作用）並＝臨

床的比較研究7行へリ。

2）其ノ結果「／ボカイシ」及ピ「ヌペノレカイン」ガ優秀ナルモノト認メラレタリ。

3) 毒力僅少＝シテ可成ノ麻静カヲ有スノレ勤’・「ノポカ fン」7以テ第一トス。

4）臨床上使用サル、量ノ、極メテ微量ナルガ故＝タ許ノ毒力ノJmキハ問題トナス＝足ラズトナサン

点、麻酔カノ優秀ナノレ黙＝於テハ「ヌペノレカイン」ヲ以テ最優秀ナル局所麻酔薬ナPトλ。

緒 言

麻酔法ハ全身麻酔ヨリ次第ニ局所麻酔ニ向ヒテ進歩セリ。 igpチ局所麻酔ノモトニ各種／

大手術テ行ヒ得Jレノ近欣ナ Jレガ故ニ、余等ハ各種局所麻酔薬テ比較研究セリ。以下之テ報

告セントス。

局所麻酔葉

第19世紀末葉「コカ fン」ガ先ヅ‘眼科及ビ耳鼻科領域ニ使用セラレテヨリ、始テ局所麻酔
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ノ行ハル、ニ至レリ。 1904竿ヨリ 1907年頃ニ王リテ局所麻酔ノモトニ外科手術テ行フノ機

運大ニ動キ、局所麻酔薬トシテハ「コカ fン」ヵー使用サレ、且是レニ「アドレナリン」テ添加

スルニ至レリ。此ノ頃「ノボ‘カ1 ン」（Einhornlリ04）ガ製出サレ1906年以降ハ「ノボカイ

ンj局所麻酔ノ：報告テ散見スレドモ、未ダ一般ノ風潮ハ局所麻酔法ニ至ラザリシガ、「パン

トポン」、「スコポラミン」テ局所麻酔補助ニ庭用（Rost1925）ス Jレニ至リテヨリ、局所麻酔

法ハ一世テ風醸ス Jレノ翻テ呈シ多クハ「ノポカイン」ガ使用セラ Jレ、ガ如シ。 1924年頃ヨリ

ノ、「ツトカ fン」、 1929年頃ヨリノ「ぺJレカ 4ン」（本邦ニテノ、「ヌぺJレカイン」ト稿ス。）ノ使

用報計テ見Jレ。此ノ他ニ「ストパイン」、「トロパコカイン」、「アリピン」等ノ使用報告テ見

Jレモ、今ヤ「トロパコカ fン」ハ腰椎麻酔ニ、「アリピン」ハ粘膜麻酔（主トシテ腸耽）ニ使用

セラレ、一般ノ局所麻酔薬（特ニ浸潤麻酔）トシテハ「コカイン」、「ノポカイン」、「ツトカイ

ン」、「ヌペルカイン」最モ多ク使用セラ Jレ。

上記四種ノ局所麻酔襲ハ次ノ如キ化＂＂！構造テ有ス。
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研究方法

局所陥i酔築ニ就テ注，色；スペキハラたノ二貼ナリ。

1) 麻酔力優秀（込注ニ完全ニ起リ長時間持筒スルモノ）ナルコト。

2) 毒力僅微ナルコト。

臨床的見地ヨリシテハ夏一
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3) 出血性ナラザJレコト（血管テ損張セザルコト）

4) 組織テ破壊セザJレコト。

5) 完全ニ消毒シ得Jレコトハ

6) 「アドレナリン」テ添加使用シ得ルコト。

7) 多数ノ臨床例ニ於テ優秀ナル成績（例へパ副作用皆無手術創ハ第一期癒合スル等）

テ示スコト n

以上ノ各項中5）及ピ6）ハ製薬家ノ研究領域ニ属スルモノニシテ余等ノ迫試テ要セズ。 IW

チ悲ニ余等ガ主トシテ注意セントス Jレ四種ノ局所麻酔薬中ニ於テ「コカ fン」以外ハ其溶液

テ煮沸消毒テナシ得。（但シ濃厚溶液ニ於テハ然ラザJレモノアリ、仔Jjへパ「ノポカ fン」ハ

臨床上使用ス ）~程度ノ濃度以上ニテハ往々黄色着色テ認、ム）。故ハ「コカイン」以外ハ完全

ニ消毒テ行ヒ得。「アドレナリン」ハ上記四種ノ薬品ニ添加使用スルテ得。

故ニ余等ハモ欠ノ：事項ニツキア比較研究テ行へリ。

1) 肺酔力。 2) 毒 力。 3) 血管作用。 4> 局所組織ノ破壊。 5) 臨床例。

而シテ麻酔力ハ「モルモツト」テ以テ、毒力ハ「 7 クス」テ以テ、血管作用ハ家兎耳殻テJ:J,

テ、局所組織ノ破壊ハ家兎テ以テ．貫験的比較研究テ行へリ n

街本貫験ニ於テ使用セル局所麻酔薬ハ弐ノ如キモノナリ。

1> 「コカ fン」及ピ「ノポカ fンJハ内務省試験情ノ商品テ購入シ、本院薬局ニ於テ厳密

ナル試験テ行ヒ、臨床上使用シッ、アルモノ。（本論文ニ於ア「コカ fンjト栴スルハ瞳酸「

コカ fン」ナリ）。

2) 「ツトカイン」ハ「バイエル、 7 イステJレJレチウス」曾枇製品。

3) 「ヌぺルカ fン」ハ「バーゼル」fヒ白望書工業曾枇製品。

麻酔カ

1) 動物。瞳重300瓦前後ノ「モルモツト」（500瓦前後ノ大ナJレモノハ鈍感ニシテ本貫験

ニ遁セズ）テ腹位トナシテ間定蓋上ニ同定シ背部腰部ノ毛テ弟IJ:tシタ Jレ後、針テ以テ軽ク

皮膚テ刺戟スルニ、皮膚ハ撒紘性搭揚テ以テ反感ス。此ノ揚合第一闘ノ：如キ過敏部、鋭敏

部、鈍感部アルテ知ル。

2) 刺戟J大サ 余等ハ種々ナル装置テ使用セ Jレモ港二次ノ方法ガ最モ簡軍ニシテ適首

ナルコトテ究明レリ。
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第二闘

第一圃

自Hチ外科縫合用針 r／枕jテ「モルモツト」 f背上3cmノ部ニ把持シ腕開節ノ iテ曲シ皮膚

ニ一撃テ興フルナリ。（高木氏ノ方法ノ鑓法ナリ。）

3) 使用薬品 悉ク 0.65%食臨水テ溶媒トシテ使「Jjセリ。（コハ法透座ノ開係最モ良好ナ

ルガ嬬ナリ。日本外科費画3'ili5~虎高木氏）且臨床的保件ニ近カフシメン嬬ニ臨床上ト同様

ニ消毒テ施シテ使用セリ。（卸チ「コカ fン jハ滅菌七ノレ 0.65%食瞳水ニ溶解シ他ハ問ジク

滅菌セ Jレ0.65%食瞳水ニi容解セ Jレ後100°cノ蒸気中ニ一時間放置滅菌セル後使用セリ。

4) 方法 「モルモツト」ノ鋭敏部ニ於テ皮府内ニ各薬液o.2c.c宛テ五分ノー粍任ノ注射

針テ以テ注射シ、コレテ上記ノ如ク刺戟シテ反賂ナキ期間テ以テ麻酔薬有効期間トセリ。

5) 如斯ナス時ハ遁？？；直径1.2cm内外ノ艮JM膨疹テ生ズ。膨疹ノ麻酔畳間期テ検シ余等

ハ弐ノ如キ事テ知リタリ。印チ注射針ノ刺入口テ中心トシテ直径0.3cmノ｜国形テ拍キテ膨

疹テ中心部及周遊部ニ分ツ一、中心部ノ莞醒ハ不規則ニシテ往々遅延シ貫験ニ不便ナリ。

故ニ周遊部ノ何庭テ刺戟スJレモ皮肉’ノ反感スJレ時機テ t見限ノ瞬間トナセリ。倫「モルモツ

トjハ多数ノ刺戟ニヨリテ疲努シ、貫験ノ正確テ期シ難キコトアリ。（特ニ麻酔）J長時間存

ス Jレ揚合ニ於テ然リ。）故ニ余等ハ教夫ノ貰験ニヨリテ大鰐ノ費醒時間テ知リタ ）~後ニ該時

間前後ニ刺戟シテ刺戟回数テ減少シ「モルモツト」ノ疲持テ防ゲ、リ。

6) 賓験成績次J如シ。
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各種局所麻酔薬／実験的弁＝臨床的比核liJf究

〆

~ 
（盤酸） 「ノボカ 「ツトカ 「ヌペJレ「コカイ イン」 イン」 カイン」ン」

1.0.% 49分 79分 79分 93分

0.5.% 44分 41分 40分 随分

0.2ラ4 28分 20分 27分 33分

0.1.% 10サ 6分 3J1" 2（）分

0.05~.，； 8分 4分 2分 26分

榊部．

4-0 

針解トシテ／ 0.65 .%及ピ 0.85.%滅菌食強

膨疹ノ、全ク麻酔カ無シ。

是テ曲線ーテ現ハセパ次ノ如シ。

毒 カ

＊ュヨ Jレ

0 
1,0 

余等ハ皮下注射ニヨル「 7 ウス」ノ致1) 

0,5 0,2 0,1 

~島幸 (I! l，農l支

一種類＝於テモ共感受性ニ大差アルガ故ニ多数ノ動物テ使用セサソレベ、カラズ。

死量テ以テ研究セリ。共理由主欠ノ如シ。同

「7 クス」

ハ多数使用ニ使ナリ。注射ニハ皮下以外エ多数ノ方法アリ c然モ共ノ方法ニヨリテ影響ノ

（例へパ静脈内注射ニ於テハ共漣度、腹腔内注射ニ於テハ腸間等ノ損傷ニ大ナルモノアリ

ヨリ大ニ左右サル）。故ニ技術ノ ：影響最モ少ナキ皮下ノ注射予選ビタリ。

「7 クスJテ5頭宛一群トナシ、各群ニ薬品ノ一定量テ綿液量一頭ニツキ 0.5cc.以下2) 

コノ際使Hiトナシテ背部皮下ニ注射シ、 24時間後ニ於タル生存数及ピ死亡数テ視察セリ n

セJレ襲品ハ商i項（第問）ニ於う Jレト同保ニ患置セ Jレモノナリ。

成績次ノ如シ。3) 
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血管＝封ス，...作用

局所麻酔葉ハ共大部分ガ観血的手術ニ際シテ感用セラ Jレ、モノナJレガ故ニ血管ニ針1) 

スル作用ハ重要ナリ。局所肺酔築中最モ古キ「コカ fン」カボ今向使用セラ Jレ、ハ共ノ作用ノ

一部トシテ血管牧縮性アJレテ以テナリ。（Braun等ニヨリテ「アドレナリン JJ添加使用ガ

唱導サレテヨリ局所麻酔薬ノ血管作用テ補フテ得告 Jレモ肺酔薬ソレ自身ノ血管牧縮性ノ：有

無ハ吾人ノ注意スペキ要素タ Jレテ失ハズ）。

方法。余等ハ家兎ノ；耳・殻ニヨル循流試験テ行ヒテ（Pissemis k y）各種局所麻酔薬ノ血2) 

管作用テ研究セリ。印チ健常家兎ノ耳殻テ共根部ニ於テ切断シ、後耳殻動脈テ切断端ニ近

寸レニ血管「カニューレ」（直径O.Scm許、長サ 3cm許ノ柏、子管ノ一端テ O.Scmニク露出シ、

Ringer氏液テ用ヒテ血

i夜テ充分洗ヒ去リタ Jレ後、氷室内ニ12時間前後安静保寄シ、此テ室温（余等J.JifJ涜室エ於

テハ20°c前後）ニ於テ Mariotte氏瓶テ用ヒ常落差2Scmノモトニ一時間以上 Ringer氏液テ

循流シ（第二倍］）、流出j夜i滴数ガ一定（余等ノ揚合ニ於テハ通常2<r.滴前後ナ Jレモ耳殻ノ大小

ニヨリテ差アリ。）トナル時始メテ寅験ニ着手ス。

亘リテ直径O.lcm許ノ毛利噌＝トナセルモノ。）テ押入シ、下記虞方ノ

0.24 

0.2 

瞳化「カルシウム」

重提酸「ナトリクム」

9.0 

0.42 

i盤化「ナトリウム」

Ri暗巴r氏液底方｛睦化「カリクム」

1蒸 1000.0 * 溜

落下j夜数ガ一定トナリタル時ニ各薬品ノ 1%溶液（第四、第五項ニ使用セ Jレト同様ニ0.65

テ注射器ニトリ制針テ付シ0.2cc.叉ハO.Scc.テ、血管「カニューレ」ニ近

共ノ成績失ノ如シ。ク「プム」管テ刺入シテ Ringer民液誠中ニ注加シテ寅験セリ。

%食臨＊滅菌j夜）
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組織J破壊程度

1) 各種ノ組織ノ一片テ種

々ナル濃度ノ局所麻酔薬溶液

ニ浸シテ、援化ノ；有様テ検ス

Jレハ臨床的保件ト大ニ異ナ Jレ

ガ故ニ余等ハ尖ノ如キ方法テ

10 
（令） ，，，.剖78/0,,,, ,, "20 ,, 30 " 40 ゐ...50 55 60 '5 70 

験華上ニ固定シ、下記ノ如キ

各種局所麻酔薬液テ最初皮下

へ次デ同時ニ同所ニ於テ皮内 2~ 

へ注射シタリ。先ゾ皮下へ注

射シさえニ皮内へ注射スル時ハ

一見シテ薬液ガ皮下ニ浸潤セ

リヤ皮内ニ浸潤せリヤア識別

シ得ペシ此際ニ生スソレ膨疹ハ

直径lcm、薬液ハ皮下へ0.3cc.

皮内へ0.3cc.合計0.6cc.ナリ。

注射後6時間及ピ24時間ニ

於テ膨疹部位ノ皮膚テ皮下組

織ト共ニ切除シタリ。（余等ハ

膨疹部位テ「へ 7 トキシリン j

液テ以テ印シ、且家兎ノ頚ニ

小児ニ於クル「ヨグレカク」J伏

「.;tベルカ 4 シ」
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2) 家兎テ腹位トナシテ貫

「J ポカイシ」
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室温 22~5 c 

え丘 755.0

。， 35 /0一耳 2予一百二30，忌今O 拍 .5()----.S万面

ー「セルロ fド」板テ着用セシメ以

テ注射部位テ ~ft ム Jレテ防グリ。）是

レヨリ皮膚切片テ「へ 7 トキシリン j

「エ才ジン」染色標本「へ 7 トキシリ

ン」「スグン」 III染色標本及ピ Van

Gieson氏染色標本テ製作シテ顕徴鏡

検査テ行へリ n

3) 使用セル薬液ハ弐ノ如シ。
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1) Q.5 %瞳酸 l盤酷！「コカ fン」 0.1 
iコ刀 4 ン」t

;1主 lo.6s %減菌食堕水 20

ポノボカ fン」 0.5

2) 0.5 %「ノボ伊酸「カリウム」 0.4

カfン」液i蒸、溜水 1000.0
＼（以上滅菌）

i「ツトカ fンJ0.0:1 

3) 0.2 %「ツ r.Jo.65%食酸水 20.0
カイン」 ifぇi
l （以上滅菌）

i「ヌペJレカ fン」 0.05
4) 0.05 %「ヌ l
ペルカ 1{0.85%食瞳水 100.0
ン」 if主 l

I （以上滅菌）

11!0チ通常臨床的ニ使用サ Jレモノテ用ヒタ Jレモノニシテコレ以外ノ濃厚ナルモノハ本質験ニ

於7ハ意味ナクレパナリ。

4) 検奈ノ結果著明ナ Jレ組織ノ｜堵碍（例へバ壊死、退行性質化、出血等）ハ共ノ何レニモ

見出ステ得ズ。只血管ノ充盈及鏑張、血管周園ノ白血球様細胞ノ浸潤テ見タルモ時間及ピ

薬液ノ種類ニヨリテ匝別シ得ずリキ。

臨床成績

1) 臨床成績ノ、動物質験ト異リテ各種ノ特別ナ Jレ要素ノ混入スルモノアルガ故ニ、多数

ノ症例ニ就キテ検セザJレペカラズ。余等ハ「ノボ、カ fン」及ピ「ヌペJレカ 4ン」テ使用セJレ

多数ノ臨床例テ布スルガ故ニ作々ータ年間ニ於ナノレ成績テ示セパ失表ノ如シ。（「ツトカ f

ン「ーツキテハ報告スルー足Jレ臨床例テイ］セザJレテ遺憾トス。）

2! 下表ノ fit例ニ於テハ既ニ述タ Jレガ如ク、術前1時間及30分ノ二回ニ分チテ、患者／年

齢衰弱程度ニヨリ綿量「パントポン」0.032，乃王0.01「スコポラミン」0.005乃至0.0024（後者ハ

表弱甚シキモノーハ「）jヒス・）テ注射セルモノナリ。症例ーヨリテ術前強心剤、 Ringer氏液

（叉ハ類似液）テ注射セ Jレモノアリ。

3) 「ヌペJレカ fン」ハ生理的食臨水（0.85%)i容液トナシテ減菌セ Jレモノニシテ、「J；］ぐカ

イン_r;夜ハ0.25及ピ0.ち%液共ニ 0.4%ノ硫酸加里テ混入溶解滅菌セJレモ／ナリ。（Kochmann

und Ho仔man.l

術 王E

及脂手術

宇佐 手 術

切 除 術

除 術 等

舌癌易I) 出

0.2.）%「ノボ II りふ%「ノポカ ' 11110 °0  Iヌペ
カイン」 ｜｜ イン」 ii Jレカイ y」

肩向［品語~IIヲT廊酔－｜
， 、 ！へ＇＂モ／ Ii 司 1へPレモ／ へル弓士ノ

I II I 'I 9 頭蓋穿！鼠術

脊 品在 及 脊

上 害員 骨

l; 顎 骨 t刀

口蓋腫蕩及

8 1 

1 

日

。

ム

ヴ

4

4

t

o

A

・〉

ー
1 

I 4 
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甲状脇島I］出術

開 胸

胸部交感榊綴切除術

開腹開胸術

肋 骨 除切

乳臆、乳房切断胸壁手術

膿

胃

得

目旬 手

手

痩 造設術）

肝臓胆選手術

小腸及大腸手術

虫様突起切除術

腹腔内腫蕩（卵梁嚢腫牌腫）易1］出

雑開腹術（築制雌胃以外ノ試験開腹）

長腰薦交感紳終切除術

腎 臓 手

諸ーへJレュヤ」根治手術（幼児ヲ含ム）

直腸癌切除術

同上傷紅門法設術

星島丸副事丸、精系、陰嚢手術

勢勝目先高位切開術

頚部四肢神経手首｜音

頭腺肢寓腺鼠援腺易lj出術

燈表腫蕩易lj 出術

四肢指祉切断術

膿事事（腹腔腎周圏構隔膜下等）切開

住

÷
A口
一
明

治軍 術
一
十
一
）

一
言
一
関

手一

， 
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術

2 

4 

リ－

1

1

1

1
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1

 必宝 3 
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同
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d
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A

 

術 20 

10 12 
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S
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h
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1
A
 

2:) 1 
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術

術

6 6 
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(6) (5) 
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49 

71 

" () 

17 

21 

13 
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・＇

5 

39 

7 

62 

ー

ム

刈

崎

4

9

u

。ο
d
告

の

ん

2 

37 
目白

dぞ》 1 

R

u
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w
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唱
E
A
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1 7 ，》

術 －A
W

D
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d

 

1

4
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4;: 43 
白，
e》 4 3 
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12 17 1 
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瓦91--Wrl :u;,;-1- ~ ;I 549 1--;;-
百画面Z手E耳T百II白i硲和3年2月 4Bl白昭和3年明日
至同 5年1月31日！！至同 U年2月 3日｜至問。年2月 7日

2ti 40 

以上ノ表ニ於テハ共議後ニ就テ記述セずリキ。蓋シ其f象後（特ニ手術創ノ）各種ノ特別ナ

ル臨床的要素ノ混入ス Jレアリア比較研究ニ不便ナルガ矯ナリ。故ニ余等ハ年齢、手術操作

内外ヨリノ手術創汚染ノ比較的少ナキ胃手術例ア濯ピ「ノポカ fン」及ピ「又ペルカ fン」局
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（手術前虚置等ハ7とク前表ニ問ジu)所麻酔ノ結果テ比陵町究セリ。帥チ次ノ：如シ。

(77例）「ノボカ fン」局所bf；託酔ニヨ Jレ胃手術表λ） 

｜日癒合全
治退院

1~：~明日癒合内｜科勝室

1第8日ヨリ微
熱アリ術前／（叩亡
衰弱回復セプ

！ ！第一期癒合樫
｜快退院

l向上
｜第一期癒合会
｜治退院

l第一期癒合軽
快退院

｜第ー期癒合会
治退院

111日開死
亡ス

｜第一期癒合全
治退院

I l同上
｜韓基学時｜同癒合再手術

I i日癒合金｜治退院

［ ｜同上

｜ ｜同上

｜ ｜同上

I 1一課癒合経
退

lu！吐島護第 6日癒合全
レ空 ヲ作｜治退院

名｜年齢｜性i診断｜術 式 I~5:0~；ボ

卒 I28 I 0 I i~~i I開術（DI川
村！ 5:l 1 0 I胃 痛1：語腸問吻｜

遁 I5i I 0 I 同上［ I~~部門
l一平｜食道癌l胃痩開 （ 

li/ ：！ 津岡 150I 0 I胃 癌1：結腸前胃腸吻［

…青木ド。｜♀ l同 上［胃附（BI) I 

川三和： 4!l I早｜同 上｜特例！胃腸吻｜

川高島｜ペ 0I同上l開術（Bl) I 

川北原 J61 / 0 I食道癌｜胃痩造設術 I 

7f3 I永田川甲山癌｜開術（BI) I 

川岡山1361♀｜胃癌｜同上（町｜

山｜付島｜ぺ早｜同上｜同上（BI) I 

8/ 41同人 I4~ 1 ♀ I~切除術｜鶴腸問吻｜

川橋本151j 0 i胃痛i胃附（Bl) I 
l叶西池1481♀｜同上｜同上（BI) I 

端い吋： 0 I同 上1：：揺術（BII

iぺ日｜色［胃潰疹l胃附（Bl) I 

E帝事事要摘

（自昭和3年2月4日至昭和G年2月10日）

cc. 
45 
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;.35 

月日！姓

4j:! I竹

4／ゴ（元

波

ス膿化”AM
 

－立ロ
h
N
U
 

4ろ

20 

50 

35 

50 

山
リー

40 

0，》

/0 

40 

60 

60 

20 

G11 

「’｝，》

森

4長

'J:!/ 4 I J!J 

d仏
4

2
2
1

’
 

vu 
の白

7 I '2 



紳部． 各種局所麻商事薬ノ賓E食物井品臨床的比較祈究 fi5::l 

岡 l ペ♀ l ！~！~I ：：腸後胃腸吻 ｜
回／ 4:3 I 0 I胃 痛I~~~<eT氏胃腸吻｜

越｜ペ 0i ~襲警幽 ｜ 時術（BI) ! 
崎｜引 0 I 騨幽門 1~左京氏胃腸｜
池｜何I0 I胃癌l時術（BI叶
本卜s¥ 0 I同 上 1探勝前開｜
城 13410 ！餓器禁｜同上 I 

橋｜幻I0 i 胃癌 1&;it:z1~1
藤卜s＼平 l 胃潰疹 I~議躍~i
木ドnI 0 I悶 上｜擁護器離 1

上卜810 I胃 ~ 1 ：語壁際~~I
古lペ0I :r協同絡協A)I 
u島l十胃癒｜切除術Br
］什桂ド1J 0 I胃潰癖i同上（BI) I 
18/ 71佐藤ド210 I腎 癌｜同上（Bl) I 
22/ 71松田157J 0 J食道癌i胃療造設術 I 
おI1 ／月出｜ペ 0I：周吋待腸後胃腸吻｜
川P 川13710 I胃 痛｜容器腸前胃腸吻｜
れ｜藤森140l♀｜同上｜問術（Bl) I 
I s: rlr 木 I ＂卜 l 悶上 1 ~第一吻 1

40 

05 

30 

50 

35 

70 

35 

75 

G5 

40 

60 

.io 

i);) 

60 

50 

25 

40 

日（）

511 

711 

I 1第一期癒合経
｜快退院

！ ｜同上
｜第1日恥ア
ー肺炎l死亡
ヲ後ス

｜き2日衰弱死i死亡
I i第一期癒合会

I 治退院

I 1第一期間
快退院

I l同上
I ・ I ~2B:R籾亡
立引き一期癒合死ナク突然14日
目事E亡

｜第7肌ア｜日癒合鰹
リ衰弱加ハル｜快退院

i衰弱酌ズ！
第4日煮識i見l 第ろ日死亡
濁

； パ！日i第6日死亡スi；；；：リ徽
｜第2日悪心ア｜
I 9第12日「ヵl第一期癒合会
｜テーテノレ」除｜治退院
｜去 l

I i同上
1~·2 日凶ア1

l堅一部川軽快退院
｜ ｜内癒合鰹

快退院

I i同上
[ l第一期癒合会
i ｜治退院

｜衰弱回復セズ
｜第5日醜徽ナI=..._.
11レ肺淀状ノモI7u」
iトユ死亡



本 14310 I間際幽［胃切即l) I ~.） ／~；u~開｜第一

国14610 I胃 癌（需給腸前向1 30 I I~諸癒合会
村l川0I同 上｜試験開腹術 I ,JO I ｜言語官癒合未

ベ清水ドs1 0 I住戸｜協氏胃腸［ 川 ! 

－野卜0I ' 1胃 癌 l試吋 I '° ！£協議］ ~i！~~：
川松原151I 0 I同 上l抑制I) I 引 月1日吃逆ァi言語宮癒佐

山口 1:1-:-1~－ ~I 抑制B•J 1---:-1！~時五苦悩
23/ g I坂悶卜；ゴI0 I 思 *ff~I：：腸問吻i出 ｜ ！誤認癒鮒
川岩崎ド0I 0 I胃 痛｜同上 1 ,jl) i ｜同上

'2G/ IJ I谷川｜：川中｜同 上l同上 I 日 I l向上
!l/10 I中村151I 0 I同上｜抑制BI) i 40 I 1間癒合金

川森上134i平（同上｜同上（BI) I 60 I l同上

~I 岡野川山い｜向上（BI) I /,) －，一一寸－；；＿－－－ --
川英島卜－1I 0 I噴門癌l胃痩造設術 I 70 I ｜問問
山／JOI野瀬｜ベ 0I胃 痛｜胃附（BI) I 50 I l諸説，癒合金

竺Ir：＿~｝~； I 0旧日縫合術 I 50 ) 一一一両
川中村 45i 0 -i胃 痛｜思議腸前町 80 I ｜普通告癒合鰻

務四第理きj＼、第画賓科外本日654 

叫 81柿

おIs l立
26/ 8 1脇

第一期癒合全
治退院

,)() 下山'27; s 
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日111I後時j,67 j平｜同 上｜器産主鉱）I 35 I~~~号：l 第一期癒合死

18/11 

幻；nI三谷｜引61早｜同 上1試験開腹術 I 50 I ！詰雇程癒

ll須磨 160I平｜同 上i号認E需（BI 15 （草！~ff号ll 詰芸喜癒合全
28/l 

1 I木村l必 I0 I同上｜同上（BI) I 55 I 

9/121高尾 167! 0 I同 上！同上（BI) I 70 I~与野｜同上
川中川II 4s ［早｜語指腸l胃切除術川1 75 l 
rn;12 I張ド51c I胃潰疹｜同上川町 I ~59-9叫｜
判12

~I 縞 回i2 ：~ I 中｜塁z腸下 1~：＇ぷ長夏E官！ 55 l ；号1~w1~予｜震面期癒

中 I·· ト！ ~ii~ ！~~？i~i!i 50 : 

両河野161I 0 I胃癌｜胃伽（BI) I ロ院離れ治退院
田

•J i I中西 15310 I食道狭窄l胃痩造設術 I 40 ｜衰弱酔ズ｜

合入

/11池田｜引 0I胃潰判明術（Bl) I 川 （ ｜鵠癒恰

30/ I I渡引 51I甲i胃 癌｜同上（町 i70 -I ｜同上

山保／4s ＼平｜瓦司一五） I 30 「，~~－－
5/ 21新居ト910 I語指腸｜同上（Bl) I 30 I I a~~料
ペ0I胃 癌｜同上（BI) I- 日 ［~；日ヨリ俊｜葬諸問

ぺ0・I話料同上（町 I 60 I 1言語震癒合会
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「ヌペJレカイン」局所麻酔ニヨル胃手術表（81例））
 

R
U
 

名l昨（診断l術 式 1~0；~乙引
5/ 2 ！増田： :is i 0 I胃癌（胃附件） I 35 I~ 2叩アI~4i野合

l 引；I~~~：rn語読IfiO I ｜辞1
15/ 2い利川平岡 癌｜試験開腹術 I 4'' I 1開癒鯨
！大江卜0I 0 I同 上 1~r~出雲［ :;11 I l第3日目死亡

と｜竺±1~1坦｜粥豊富器術 J__  :n~回」日協顎『
川高木｜日I0 I食道癌｜胃痩造設術 I l)() I l言語官癒合米
8／一口｜川 0！研一胃切附（B.) I 65 l子4日幡町士九五書癒合金
]2/ 31問中｜必｜平｜胃 癌｜胃切附（B.) I 40 ｜き；日目恥｜開癒合会

]2／川上回 14810 I胃 癌｜開術（B.) I 40 I ｜言語農癒合金

司－－；1－：平｜同 上｜削除術（C.) I 50 伝元王子｜同上

｜ ！言語官癒合会

［語伊吋言語農癒合未

！？吋同上
｜ ｜兵器一

I l誠一
j ：；~ §到底l~iwi;:

婦締要摘

（自昭和5年2月5日至昭和6年2月7日）

姓

寺

月日

]2/ 2 

， 
／ 

！）（｝ 

-Ill 

iO 

70 

45 

50 

ι3 

のけ．，
 

試験開腹術

川仲谷（：川 0I周上｜胃附（D.) I 

｜ 閥 131 I 0 I同 上｜試験開腹術 I 

'24/ 31伊藤141I 0 I同上［同上 I 

叩／；：

7/ -1 f安藤13ι ： 0 I同上｜開術（A.) ! 

川増国 i~s JI 0 I ：附 1：：腸前開吻｜
HJ/ -1 ／赤列二；；~T；九五示~

上同色-13 留市高
。



近ドsJ 0 I胃 癌l同上（B.) I 3.) I 1間癒合会
問｜可寸伊器｜例議及空1 40 I l同上
玉トペ早l胃 癒J：語腸前胃腸吻｜ 60 ｜語；.~創昔日間関癒合経
飼い210 I同 上l試験開腹術 I 40 I ！言語農癒合未

松ド310 I：附1：語腸前吋 65 I 1言語震船
田14210 1胃液疹｜開術（B) ! 40 I l同上
悶15410 I胃 痛1：海氏胃腸 1 60. I i間仰
木14210 I同 上｜試験開腹術 I 90 I ｜開癒合未

松141I 0 I脇市長げ酬1 50 I ｜言語併合会

両I0 I同 上／：：腸問吻｜ 70 l子日尿閉ア｜同

657 各種局所跡画事薬／貧験的持＝臨床的比較研究紳部．

棟

岩

天

永

赤

花

商

高

赤

小

谷

4

5

一

3

5

5

5

5

6

m
川

匂

一

刀

叫

叫

川

町

2

~ 

~ 

同上

1 ~2 附ア｜同上
l第5日及第6日｜第一期癒合会
創部匪痛アリ｜治退院

｜第2日悪心及I-
1市副音アり

仲間ア日癒側
リ l快退院
｜第7日封lj部：鹿痛アリ ~1 同上
｜ ｜日癒合会

｜治退院

｜…糸第81岩崎一部未治
日後赤化膿スノ億退院

（ 1第一期癒合金
｜治退院

｜第2日陸炉問癒合未
リ ｜治退院

40 

｜山田｜ペ 0I胃癌｜向上 ｜ 

川徳山｜必I0 I同」二｜時制C.) I 

川瀧 野161I 0 I同上！同上件） I 
2川西村いI0 I品 上｜思議腸前胃腸吻l

｜吉村／0:1 I平i同上Ii~－e叩吻｜ 一一
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上表ニ閥スル注意

1) 上記三表ハ余等ノ；外科~！教室ニ於クル手術例ノ一部ニ過ズ。（他ニ「アペJレチン」麻

酔等ノ症例多シ）

2) 胃切除術トセ Jレハ幽門部切除術及ピ胃ノ大半（三分ノ二以上）ノ切除術テ含ム。コレ

ガ術式ハ種々雑多ナ Jレガ故ニ使宜弐ノ如キ符披テ付セリ。

BI = Billroth氏第一式

BIIA= Billroth氏第二式ニヨリテ胃切除テ行ヒ胃捜部ト空腸トノ問ハ後結腸後胃腸吻合

術テ行ヒ併セテ Braun氏副吻合術テ行ヒタ Jレモノ

BIIB＝同クク胃残部ト空腸ノ間ハ Hacker氏吻合術ニヨレルモノ

BIIC＝同ジク胃残部ト空腸ノ間ハ前結腸前胃腸吻合術テ行ヒコレニ Braun氏副吻合

術テ行ヒタ Jレモノ

A = Billroth氏第二式ノ Kronlein氏種法テ夏ニ改良シ（縫合法、胃断端所置法等）コ

レニ Braun氏副吻合テ付セルモノ（詳細iハ他日護表サJレ、筈）

B ＝同ジク Braun氏副吻合テ付セずJレモノ

C = Billroth氏第二式ノ Mayo氏餐法（他ハAニ同ジ）ナリ

D = Billroth氏第二式ニヨリテ胃切除後胃残部ト空腸トノ吻合ハRoux氏／方法テ行

ヒタ Jレモノ

3) 胃腸吻合術（切除術以外）ハ Hacher氏法以外ハ凡テ Braun氏副吻合テ施セリ。

4) 試験的開腹術ハ胃手術ユ非ずJレモ「j手術ノ目的テ以テ行ヒシ揚合ハ何等カノ；有効所

置テ施スガ箆ニ努力シ胃ノ癒着剥離術等テ行ヒ共大部分ハ試験片テ採取セ Jレモノナレバ使

宜上本表ニ納メタリ n

5) 摘要欄空欄ナJレモノハ陰性所見テ抄略セ Jレモノーシテ不明ナリトノ意味ニ非ズ。

症例考察

以上ノ臨床例ニ就キテ次ノ事項テ考察セントス。

1) 麻酔力如何

2) 全身性副作用如何

3) 組織（主トシテ注射部位）テ傷害スルヤ否ャ。

4) 再手術時注射部位ノ所見如イ仏

0.25%「ノボ、カ fン」局所麻酔ニ於テハ449例中29例

0.5% ク 465例中 5例

0.05%「ヌぺJレカ fン j タ 549例rJ126例

ニ於テJfti所麻酔後全身麻酔テ必要トセリ。コレ’t：ハ疹痛以外ノ僚件ニヨリテ全身麻酔ノ必
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要テ生ゼ、Jレ揚合ト認メ得Jレ程少数ナレバ余等ハ局所麻酔力不充分ナリトハ認Jス二

全身性副作用ハ共ノ著明ナルモノハ「ノポカイン」及ピ「ヌペルカ fン」ニ於ア共何レーモ

三'{:I.;I .A. "'"' .。
症例ノ大部分ハ第一期癒合テ管 EタJレ事ヨリシア注射部位ニ於クJレ組織ノ傷害ハ共ノ何

レニモコレテ員容メス〉

再手術時ニ於テハ腹膜ノ癒着及少許ノ血液ノ浸潤ノ外壁化テ認メずリキ。 （所見共通ナ

リシ嬬ニ表ーハ抄略セリ）。

結 論

余等ハ「コカ fン」、「ノボカ fン」、「ツトカ 4ン」、「ヌペルカイン」ノ四種ノ局所麻酔薬

ニ就キテ貫験的並ピニ臨床的研究テ遂ゲテ弐ノ如キ結果テ得タリ。

1) 肺酔ノ優秀ナJレ鈷ニ於テハ「ヌペJレカイン」ノ右ニ出スツレモノナク、毒｝Jノ僅小ナ Jレ

駈ハ「／ボカ fン」テ凌クーモノナシ。麻酔j］ト毒力トノ雨要約テ考へンカ、「ノポカ fン」及ピ

「ヌペルカ fン」テ以テ長モ優秀ナル局所麻酔薬トセずJレペカフスユ少シク詳i；・スレパ0.05

%ニテハ「ヌ」ノ完全麻酔持続時間ハ26分ナリシニ「ノ」ノソレハ4分（6.5:1)ナリキ、毒力テ

示ス謝「 7 ウス」致死量ハ同一僚件ノ下ニ於テ「ヌ」ニテハ0.47リシニ「ノ」ノソレハ5.8(14.5:

1）ナリキ。

2) 血管牧縮作用ハ「コカ fン」最モ良好ニシテ、「ノボカイン」ハ弱キi炊縮作用テ有シ

「ツトカイン」及「ヌベルカイン」ハ一過性ノ弱キ横張作用テ有ス。然レドモ後三者ハ「アド

レナリン j添加ーヨリテ充分共扶賄テ補ヒ得ルノ程度ナリ。

3) 臨床的成績ニ於テハ「ノボカイン」及ピ「ヌペルカイン」ハ共ニ満足ナJレ成蹟テ示セリ。

共何レテ選プペキカハ臨床家ノ自由ナリト雄毒力ノ賭ニ重キテ置カンカ、「ノポカイン」テ

以テ優秀ナル局所麻酔襲トナスペシ。

然レドモ臨床上使用サル、局所麻酔薬液量ハ 100c.c.以下ナルガ故ニ0.5%及ピ0.25%「ノ

ボカ 4ン」液並ニ0.05%「ヌぺJレカイン」液ニ於テハ各々薬剤J0.5瓦及ピ0.25瓦並ニ0.05瓦テ

用フ Jレニ過ギズD ヵ、 Jレ彼量ニ於テハ毒力ノ；如キハ問題トナスニ足ラズトナサンカ、故ニ

結局ハ麻酔カノ優秀ナ Jレモノテ選プペク、此賭ヨリスレパ現存局所麻酔禁中「ヌペノレカ f

ンjハ是モ優秀ナルモノト判定セラル可シ。
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